
要 求 内 容 回     答 

Ⅰ 統一要求 
１ 人員・組織・機構に関する要求
(1) がんセンター中央病院の調理師の欠員4名を正
規職員で充足すること。 

当面、現状どおりとしたい。 

(2) 薬剤師の過員配置を認めること。 現状どおりとしたい。なお、年度途中において
も、欠員があれば、職員採用試験の合格者のうち免
許取得者の採用に努めていきたい。 

(4) 認定・専門の有資格者が専従として活動する
ため、定数と増員すること。 

がんセンター中央病院及び愛知病院におい
ては、専門看護師・認定看護師の診療報酬上
の役割を考慮し、定数化しているところであ
る。 

２ 賃金・手当に関する要求
(1)  業務管理を行う班長に対して手当を新設する

こと。（管理職手当受給者を除く） 
班長の職務については給料の職務の級で処遇してい
るところである。 

(2)  専門・認定の資格者について手当を新設する
こと。 

現状どおりとしたい。なお、専門・認定看護師の
処遇については、今後も検討していく。 

(7)  薬剤師の抗がん剤ミキシングに手当を新設す
ること。 

当面、現状どおりとしたい。 

(10) 医療観察法病棟職員の院外外出、外泊に対す
る特殊勤務手当を支給すること 

当面、現状どおりとしたい。 

４ 時間外勤務、休暇の取得に関する要求 
(1) 時間外の院内研修については、業務上必要で

あれば、業務命令として時間外勤務を支給す
ること。 

時間外勤務の管理については、適切に対応
していきたい。 

５ その他の要求 
(1) がんセンター愛知病院と岡崎市民病院の統合

に向けた連携強化の話し合いについては、随時
組合員に情報提供すること。 

がんセンター愛知病院と岡崎市民病院との連携
強化の話し合いについては、適宜、組合員に情報
提供していきたい。 

(2)  勤務表の組合員への明示は、最低でも１週間前
までには行うこと。 

勤務表の明示については、適切に対応するよう
各病院に指示していく。 

(3)  小児センター心療科の移転に伴う人事異動は、
本人の希望を尊重すること。 
また、移転計画を随時、組合に説明すること。

心療科の心身障害者コロニーへの移管に伴う人
事異動については、本人の希望を踏まえて適切に
対応したい。 

また、移管計画については、適宜組合へ情報提
供していきたい。 
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11月16日、病院事業庁から、平成30年度当初予

算計画に関する要求「統一要求」の回答がありま

した。（主な要求・回答内容は以下のとおり）



今
回
で
13
回
目

の
定
期
大
会
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
現
在
の

状
況
と
し
て
や
は

り
愛
知
病
院
を
取
り

巻
く
情
勢
は
大
変
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
31

年
4
月
に
岡
崎
市
民
病
院

と
統
合
を
前
提
に
し
て
話

し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

愛
知
病
院
の
皆
さ
ん
も
不

安
に
思
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

小
児
セ
ン
タ
ー
は
32
病

棟
（
心
療
科
）
が
、
平
成

30
年
4
月
に
コ
ロ
ニ
ー
へ

移
転
と
な
り
、
コ
ロ
ニ
ー

へ
異
動
し
た
い
の
に
出
来

な
い
の
か
、
と
思
っ
て
い

る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

２
０
１
８
年
の
診
療
報

酬
改
定
は
７
対
１
の
入
院

基
本
料
が
厳
し
い
状
況
に

な
る
と
想
像
で
き
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
動
き
の
中

で
、
組
合
は
２
０
１
８
年

度
運
動
方
針
を
提
案
し
ま

す
。
代
議
員
の
方
々
の
活

発
な
議
論
を
お
願
い
し
て

あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

薄
木
代
議
員

（
が
ん
愛
知
病
院
）

愛
知
病
院
と
岡
崎
市
民

病
院
の
統
合
に
つ
い
て
、

本
部
で
把
握
し
て
い
る
情

報
を
教
え
て
ほ
し
い
。

本
部

平
成
31
年
４
月
の

統
合
に
向
け
て
話
し
合
っ

て
い
る
が
、
愛
知
県
と
岡

崎
市
が
手
を
組
ん
で
い
な

い
。
統
合
は
愛
知
県
立
か

ら
岡
崎
市
立
と
な
る
。
愛

知
病
院
の
土
地
・
建
物
を

岡
崎
市
民
病
院
に
ど
う
渡

す
か
。
愛
知
病
院
の
建
物

は
借
金
を
し
て
建
て
て
お

り
、
借
金
が
残
っ
て
い
る
。

無
償
譲
渡
等
が
で
き
な
い

こ
と
か
ら
基
本
合
意
に
至
っ

て
い
な
い
。

身
分
に
つ
い
て
は
統
合

時
に
岡
崎
市
の
職
員
と
な

る
か
、
旧
循
呼
セ
ン
タ
ー

と
一
宮
市
民
病
院
の
統
合

よ
う
に
派
遣
期
間
を
と
る

の
か
不
明
で
あ
る
。
組
合

本
部
と
し
て
は
組
合
員
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な

ど
し
て
、
愛
知
病
院
の
組

合
員
の
声
に
応
え
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

倉
石
代
議
員

（
が
ん
中
央
病
院
）

55
歳
昇
給
停
止
に
つ
い

て
は
、
看
護
師
は
主
査
級

以
上
の
役
職
者
が
少
な
く
、

55
歳
時
に
は
行
政
職
の
よ

う
に
役
職
（
主
査
級
以
上
）

に
な
っ
て
い
な
い
。
若
い

職
員
が
や
る
気
を
も
っ
て

働
け
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

本
部

55
歳
以
上
の
昇
給

停
止
は
給
与
改
定
の
提
示

か
ら
切
り
離
す
よ
う
に
強

く
求
め
て
い
く
。
職
員
の

や
る
気
を
削
ぐ
よ
う
な
こ

と
は
し
た
く
な
い
。
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11
月
28
日
、
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
に
お
い
て
、

第
13
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
代
議
員
定
数
70
名
の
と
こ
ろ
、
出
席
52
名
、

委
任
状
提
出
16
名
、
欠
席
２
名
）

大
会
で
は
、
報
告
と
し
て
、
２
０
１
７
年

度
の
活
動
、
会
計
中
間
決
算
、
選
挙
管
理
委

員
会
。
議
案
と
し
て
、
２
０
１
８
年
度
運
動

方
針
、
予
算
、
各
種
委
員
会
委
員
、
組
合
員

表
彰
に
つ
い
て
提
案
し
、
質
疑
、
答
弁
の
後
、

賛
成
多
数
で
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。



安
藤

堅

成
田

知
己

神
谷

謙
市
郞

市
川

香

野
田

尚
宏

浅
岡

佑
介

永
坂

め
ぐ
み

高
比
良
美
香
子

○
執
行
委
員

（

が
ん
愛
知
病
院
）

（

病
院
事
業
庁
本
庁
）

（

が
ん
愛
知
病
院
）

（

が
ん
愛
知
病
院
）

（

が
ん
中
央
病
院
）

（

小
児
セ
ン
タ
ー
）

（

小
児
セ
ン
タ
ー
）

（

が
ん
愛
知
病
院
）

○
拡
大
執
行
委
員

（
青
年
部

）

○
監
査
委
員

（
欠
席

）

伊
坪
代
議
員

（
が
ん
中
央
病
院
）

県
職
が
上
部
団
体
に
加

盟
す
る
議
論
が
出
て
い
る

が
、
な
ぜ
上
部
団
体
に
加

盟
し
た
が
る
の
か
。
県
職

が
加
盟
し
た
場
合
は
、
県

職
連
合
か
ら
離
脱
し
て
い

く
の
か
。
離
脱
し
た
場
合
、

病
院
組
合
は
独
自
で
活
動

を
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
の
か
。

本
部

県
職
が
上
部
団
体

加
盟
に
つ
い
て
議
論
し
て

い
る
の
は
、
以
前
、
退
職

手
当
が
減
額
さ
れ
た
と
き

に
他
県
は
４
月
１
日
の
実

施
で
あ
っ
た
が
、
他
県
の

情
報
が
な
い
た
め
に
愛
知

県
は
３
月
と
な
っ
た
教
訓

か
ら
情
報
を
得
る
た
め
に

加
盟
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
。

病
院
組
合
は
、
上
部
団

体
の
加
盟
に
つ
い
て
委
員

長
個
人
と
し
て
、
考
え
て

い
な
い
。

県
職
が
加
盟
し
、
連
合

会
を
通
じ
て
病
院
組
合
の

活
動
に
影
響
が
生
じ
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
県

職
連
合
会
か
ら
離
脱
す
る

考
え
で
あ
る
。

再
質
問

伊
坪
代
議
員

（
が
ん
中
央
病
院
）

上
部
団
体
へ
加
盟
す
る

と
、
組
合
費
は
ど
の
く
ら

い
上
が
る
の
か
。

本
部

今
の
組
合
費
は

５
０
０
円
＋
１
，
０
０
０

分
の
5
だ
が
、
今
の
2
倍

ぐ
ら
い
に
組
合
費
は
上
が

る
と
思
わ
れ
る
。

浅
見
代
議
員

（
小
児
セ
ン
タ
ー
）

30
年
４
月
に
コ
ロ
ニ
ー

へ
の
異
動
者
は
10
人
中
８

人
が
す
で
に
決
ま
っ
て
い

る
と
記
載
が
あ
る
が
、
職

種
の
内
訳
等
教
え
て
ほ
し

い
。

本
部

こ
の
人
数
は
看
護

師
で
あ
り
、
５
月
の
病
院

事
業
庁
交
渉
で
聞
い
て
い

る
。今

回
の
人
事
異
動
に
つ

い
て
は
、
定
期
人
事
異
動

と
は
考
え
て
い
な
い
の
で
、

「
人
事
異
動
事
前
１
１
０

番
」
を
利
用
し
て
希
望
者

全
員
が
異
動
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

中
村
代
議
員

（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
）

専
従
が
い
な
く
な
る
こ

と
か
ら
本
部
の
活
動
に
つ

い
て
の
考
え
方
と
、
２
０

１
８
年
度
の
診
療
報
酬
改

定
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し

い
。

本
部

職
場
復
帰
を
考
え

た
の
は
、
次
の
２
点
を
視

野
に
入
れ
て
決
め
た
。

①
休
職
を
７
年
間
続
け
た

場
合
、
復
帰
し
て
仕
事
が

で
き
る
か
不
安
で
あ
っ
た

か
ら
、
12
月
か
ら
職
場
復

帰
す
る
こ
と
に
し
た
。

②
執
行
委
員
長
を
行
っ
て

も
ら
う
に
も
、
技
術
職
が

１
年
間
職
場
か
ら
離
れ
る

こ
と
か
ら
専
従
の
壁
が
高

く
、
執
行
委
員
長
の
な
り

手
が
い
な
い
。
誰
で
も
仕

事
と
組
合
が
両
立
で
き
る

よ
う
、
専
従
役
員
が
い
な

い
組
合
活
動
に
つ
い
て
試

し
て
い
き
た
い
。

組
合
本
部
に
常
駐
し
て

い
な
い
の
で
、
組
合
員
か

ら
の
相
談
に
す
ぐ
に
答
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
必
ず
対
応

は
さ
せ
て
も
ら
う
。
組
合

活
動
に
つ
い
て
は
、
執
行

委
員
、
分
会
役
員
の
力
を

借
り
て
対
応
し
て
い
き
た

い
。
こ
の
よ
う
な
形
で
支

障
が
な
け
れ
ば
、
役
員
を

輪
番
制
に
す
る
な
ど
、
な

り
手
が
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

診
療
報
酬
に
つ
い
て
は
、

７
対
１
を
減
ら
し
て
い
く
。

現
状
で
は
10
対
１
の
中
に

も
７
対
１
と
同
様
の
重
症

度
の
患
者
を
診
て
い
る
た

め
、
７
対
１
の
診
療
報
酬

を
下
げ
る
か
、
10
対
１
を

上
げ
る
と
思
う
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
急
性
期
は
連

携
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、

い
か
に
急
性
期
の
患
者
を

回
復
期
等
へ
送
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
い
る
。

藤
田
学
園
の
よ
う
に
22

の
医
療
機
関
と
地
域
医
療

連
携
推
進
法
人
を
つ
く
っ

て
、
急
性
期
か
ら
回
復
期

等
へ
グ
ル
ー
プ
内
で
患
者

を
や
り
取
り
で
き
る
。
藤

田
学
園
の
グ
ル
ー
プ
内
の

医
療
機
関
か
ら
患
者
を
や

り
取
り
す
る
の
は
困
難
に

な
る
と
考
え
る
。

診
療
報
酬
改
定
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
て
こ
れ
か
ら
先

の
話
で
あ
る
が
、
２
０
１

８
年
以
降
は
患
者
に
ど
れ

だ
け
力
を
注
い
だ
か
に
よ

り
診
療
報
酬
が
変
わ
り
、

７
対
１
、
10
対
１
、
13
対

１
な
ど
は
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
る
。

診
療
報
酬
の
改
定
に
つ
い

て
は
、
12
月
以
降
の
分
会

三
役
会
議
等
で
情
報
提
供

し
て
い
く
。

(3) 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №104 2017年12月８日
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11
月
28
日
、
ウ
ィ
ル
あ
い

ち
に
お
い
て
、
第
13
回
定
期

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
今
年
度
の
活

動
等
の
報
告
、
来
年
度
運
動

方
針
等
の
提
起
が
さ
れ
、
承

認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

病
院
組
合
か
ら
は
、
38
名

の
代
議
員
が
出
席
し
（
定
数

46
名
、
委
任
状
提
出
４
名
、

欠
席
４
名
）
、
文
化
レ
ク
事

業
、
災
害
義
援
金
の
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま

し
た
。

質問する

吉本代議員

病
院
レ
ク
に
参
加
し
て

太
田

陽
葵
（
12
歳
）
（
太
田

智
美
・
が
ん
愛
知
病
院
）

私
が
病
院
レ
ク
に
参
加
し
て
楽
し
か
っ
た
事
は
、
大
き
く
挙
げ

て
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
目
は
、
セ
ン
ト
レ
ア
空
港
の
滑
走
路
見
学
で
す
。
飛
行
機

の
事
を
詳
し
く
知
れ
て
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

空
港
の
滑
走
路
は
、
普
通
行
け
る
所
で
は
な
い
の
で
中
々
無
い

経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
２
つ
目
は
、
陶
楽
工
房
で
の
ク

リ
ッ
プ
、
写
真
立
て
作
り
で
す
。
1
人
１
セ
ッ
ト
、
好
き
な
物
を

選
び
、
そ
の
土
台
に
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
タ
イ
ル
を
つ
け
て
い

く
事
が
出
来
ま
し
た
。
予
約
を
す
れ
ば
光
る
ど
ろ
だ
ん
ご
も
作
れ

る
の
で
、
と
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

他
に
も
、
め
ん
た
い
こ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
め
ん
た
い
こ
の
事

が
た
く
さ
ん
知
れ
た
り
、
め
ん
た
い
こ
ア
イ
ス
と
い
う
物
も
あ
り
、

と
て
も
奇
ば
つ
な
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
ト
レ
ア
滑
走
路
見
学
ツ
ア
ー
は
、
滑
走
路
見
学
だ
け

で
な
く
、
他
の
物
も
と
て
も
楽
し
く
で
き
る
良
い
ツ
ア
ー
で
し
た
。

大きな海老フライ

も美味しかった～

10
月
29
日
（
日
）
、
台
風
に

よ
る
雨
模
様
の
中
、
「
セ
ン
ト

レ
ア
滑
走
路
見
学
ツ
ア
ー
」
を

行
い
、
組
合
員
と
家
族
49
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

厳
重
な
ボ
デ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
の

後
、
滑
走
路
へ
。
間
近
に
見
る

飛
行
機
の
数
々
に
大
人
も
子
ど

も
も
興
奮
！
滑
走
路
に
降
り
立

ち
離
着
陸
す
る
飛
行
機
は
、
遠

く
か
ら
見
る
も
の
と
は
違
い
、

迫
力
満
点
で
し
た
。

そ
の
後
は
美
味
し
い
昼
食
を

食
べ
て
お
腹
も
満
足
。
め
ん
た

い
パ
ー
ク
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
ラ
イ
ブ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
も
立
ち
寄
り

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ボ
デ
ィ
チ
ェ
ッ
ク

Ｏ
Ｋ
。

い
よ
い
よ
出
発
！


